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謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
よ
り
、

当
組
合
事
業
運
営
に
対
し
、
特
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
深
く
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
い
も

の
で
十
年
が
経
ち
、
復
旧
・
復
興
は
、

行
政
庁
を
始
め
関
係
機
関
等
の
力
強
い

ご
支
援
、
ご
協
力
頂
き
、
水
産
業
は
確

実
に
前
進
し
、
更
な
る
発
展
に
向
け
、

組
合
員
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
や
海
洋
環
境
の
異
変
な
ど

に
よ
る
水
産
資
源
の
低
迷
の
な
か
、
全

世
界
へ
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染
者
数

減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
新
た
な
変
異
株

な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
日
本
経
済

へ
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
年
度
の

第
一
回
総
代
会
・
通
常
総
会
も
感
染
防

止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
組
合
員
の
皆

様
に
ご
理
解
を
頂
き
、
昨
年
度
と
同
様

に
書
面
に
よ
る
議
決
権
行
使
の
方
法
を

以
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
機

を
捉
え
、
本
経
済
対
策
を
契
機
と
し
て
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
下
で
、
一
日
も
早
く
通

常
に
近
い
社
会
経
済
活
動
の
再
開
を
図

り
、
未
来
を
切
り
拓
く
「
新
し
い
資
本

主
義
」
を
起
動
し
、
成
長
と
分
配
の
好

循
環
を
実
現
し
て
、
経
済
を
自
立
的
な

成
長
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
成
長
に
向
け
た
機
運

を
途
切
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
感
染

拡
大
の
可
能
性
に
備
え
て
、
危
機
管
理

に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
感
染
の
再

拡
大
や
供
給
制
約
な
ど
に
よ
る
景
気
下

振
れ
リ
ス
ク
に
十
分
に
注
意
し
経
済
の

底
割
れ
を
防
ぐ
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

水
産
資
源
が
低
迷
す
る
な
か
、
秋
サ
ケ

や
サ
ン
マ
、
イ
カ
な
ど
の
主
力
魚
の
不

振
が
続
き
、
漁
業
生
産
量
は
ピ
ー
ク
時

の
三
分
の
一
に
ま
で
減
少
、
更
に
、
追
い

打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
原
油
価
格
の
高

騰
な
ど
、
漁
業
者
に
と
っ
て
大
変
厳
し

い
環
境
下
が
続
い
て
お
り
、
漁
業
就
業

者
も
こ
の
十
年
間
で
約
八
万
人
が
減
り

約
十
三
万
六
千
人
ま
で
減
少
し
、
漁
業

収
入
も
落
ち
込
み
、
漁
業
担
い
手
の
確

保
も
大
変
難
し
い
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
漁
業
担
い
手
対
策

に
つ
い
て
は
、
宮
古
市
漁
業
就
業
者
育

成
協
議
会
や
岩
手
県
水
産
ア
カ
デ
ミ
ー

等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
新
た
な
対

応
策
を
検
討
し
、
新
規
就
業
者
や
後
継

者
の
確
保
・
育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
我
々
水
産
業
に
携
わ
る
者
の
最
大
の

使
命
は
、
全
て
の
消
費
者
に
対
し
、
新

鮮
で
「
安
全
・
安
心
・
高
品
質
」
な
水

産
物
を
安
定
し
て
供
給
す
る
事
で
あ

り
、
消
費
者
の
強
い
要
請
、
願
い
で
も

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
漁
業
協
同
組
合
を
核

と
し
た
沿
岸
漁
業
・
漁
船
漁
業
・
養
殖

漁
業
等
の
構
築
は
勿
論
の
こ
と
、
産
地

魚
市
場
を
核
と
し
た
生
産
者
か
ら
流

通
・
加
工
ま
で
の
一
連
の
体
制
構
築
を

総
体
的
に
進
め
、
消
費
者
ま
で
を
念
頭

に
置
い
た
、
産
業
基
盤
の
構
築
・
強
化

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
産
庁
長
官
よ
り
承
認
を
受

け
て
お
り
ま
す
「
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ

ン
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
期
プ
ラ
ン
が

令
和
元
年
度
を
以
て
終
了
し
、
現
在
、

第
一
期
プ
ラ
ン
の
成
果
及
び
課
題
を
踏

ま
え
、
第
二
期
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
令

和
二
年
度
よ
り
令
和
六
年
度
ま
で
の

五
ヶ
年
計
画
と
し
て
、
新
た
な
取
り
組

み
を
掲
げ
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
主
な
「
基
本
方
針
、
漁
業
収

入
向
上
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長
　
　

大
　
井
　
誠
　
治
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①
養
殖
漁
業
の
生
産
量
増
加
・
生
産
性

向
上
、
②
貝
類
（
ア
サ
リ
・
ホ
ッ
キ
ガ

イ
）
の
生
産
量
拡
大
、
③
ウ
ニ
生
産
量

の
増
大
と
付
加
価
値
向
上
、
④
ア
ワ
ビ

資
源
管
理
、
資
源
造
成
と
適
正
利
用
、

⑤
６
次
産
業
化
の
取
り
組
み
支
援
強
化

の
実
施
、
⑥
宮
古
市
魚
市
場
の
品
質
・

衛
生
管
理
機
能
強
化
、
⑦
秋
サ
ケ
資
源

の
維
持
・
回
復
の
取
り
組
み
、
⑧
Ｐ
Ｒ

活
動
・
魚
食
普
及
活
動
へ
の
取
り
組
み
、

次
に
、「
漁
業
コ
ス
ト
削
減
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
は
、
①
漁
業
経
営
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
の
導
入
、
②

省
燃
油
航
行
の
推
進
、
③
低
燃
費
推
進

機
関
の
導
入
推
進
を
掲
げ
て
お
り
ま
す

の
で
、「
地
域
再
生
営
漁
計
画
」
及
び
「
浜

の
活
力
（
広
域
）
再
生
プ
ラ
ン
」
と
併
せ
、

計
画
の
達
成
に
は
、
組
合
員
及
び
役
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
当
組
合
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て

は
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
各
般
事
業
の
推

進
に
積
極
的
に
努
め
て
来
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
当
組
合
の
新
事
業
で
あ

る
海
面
魚
類
養
殖
事
業
「
宮
古
ト
ラ

ウ
ト
サ
ー
モ
ン
」
に
於
い
て
は
、
第
二

期
と
し
て
、
昨
年
の
三
月
か
ら
七
月
に

計
十
七
回
宮
古
市
魚
市
場
へ
出
荷
し
、

水
揚
数
量
八
十
九
・
九
ト
ン
（
計
画
：

百
ト
ン
）、
水
揚
金
額
五
千
七
百
万

円
（
計
画
：
七
千
万
円
）、
平
均
単
価

六
百
三
十
円
／
㎏
の
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
、
第
三
期
目
と
し
て
、
令

和
三
年
十
月
一
日
付
け
で
第
一
種
区
画

漁
業
権
（
一
区
第
１
５
２
号 

長
磯
前
）

を
取
得
・
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
陸
上
養
殖
「
ホ
シ
ガ

レ
イ
」
に
つ
い
て
も
宮
古
市
委
託
事
業

と
し
て
実
証
試
験
を
継
続
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
海
面
・
陸
上
養
殖
の
可

能
性
と
、
更
な
る
事
業
展
開
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
当
組
合
の
昨
年
十
二
月
末

現
在
の
水
揚
状
況
等
で
あ
り
ま
す
が
、

先
ず
宮
古
市
魚
市
場
水
揚
状
況
は
、
数

量
で
一
万
七
千
八
百
ト
ン
、
金
額
で

二
十
八
億
九
千
六
百
万
円
、
昨
年
対
比
、

数
量
で
二
千
百
ト
ン
増
の
一
一
三
％
、

金
額
で
八
億
七
千
百
万
円
減
の
七
七
％

の
状
況
で
あ
り
ま
す
。
次
に
秋
サ
ケ
定

置
漁
業
の
水
揚
状
況
で
す
が
、
数
量
が

七
千
六
百
尾
、
金
額
が
三
千
三
百
万
円
、

昨
年
対
比
、
数
量
で
五
万
二
千
尾
減
の

一
三
％
、
金
額
で
一
億
六
千
二
百
万
円

減
の
一
七
％
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
採
介
藻
漁
業
の
主
力
で
あ

り
ま
す
ウ
ニ
漁
業
は
、
昨
年
度
を
上

回
る
数
量
に
よ
り
、
九
回
の
口
開
け

で
最
終
水
揚
は
、
数
量
で
昨
年
対

比
三
五
〇
％
の
二
・
一
ト
ン
、
金
額

で
一
千
八
百
三
十
万
円
の
昨
年
対
比

二
〇
八
％
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ア

ワ
ビ
漁
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
も
三

回
の
口
開
け
に
終
わ
り
、
今
年
度
も

予
定
回
数
を
開
口
で
き
ず
三
回
の
口

開
け
に
終
わ
り
、
最
終
水
揚
は
、
数

量
で
昨
年
対
比
八
八
％
の
二
・
九
ト
ン
、

金
額
で
三
千
二
百
万
円
の
昨
年
対
比

一
〇
三
％
、
計
画
対
比
六
一
％
の
結
果

で
あ
り
ま
し
た
。

　
我
々
水
産
業
界
は
、
大
変
厳
し
い
状

況
の
な
か
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
私
た
ち
が
住
む
「
水
産
の

町
・
宮
古
」
は
基
幹
産
業
で
あ
る
水
産

業
が
好
転
し
な
け
れ
ば
、
地
域
経
済
の

発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
上

部
団
体
を
は
じ
め
行
政
庁
及
び
関
係
各

位
と
連
携
を
図
り
、
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
、
水
産
業
発
展
と
地
域
活
性
化
の

一
助
と
な
る
よ
う
邁
進
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
組
合
員
の
信

頼
に
応
え
う
る
漁
協
組
織
体
の
構
築
に

向
け
、
従
前
に
増
し
て
不
測
の
事
態
に

も
耐
え
う
る
強
靭
な
体
制
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
の
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

代
表
理
事
組
合
長
　

大
　
井
　
誠
　
治

副
組
合
長
理
事
　

山
　
根
　
幸
　
伸

理
　
　
　
　
　
事
　

大
　
井
　
晃
　
章

　
　
　
〃
　
　
　
　

前
　
川
　
和
　
幸

　
　
　
〃
　
　
　
　

山
　
根
　
秀
　
幸

　
　
　
〃
　
　
　
　

佐
々
木
　
義
　
夫

　
　
　
〃
　
　
　
　

石
曽
根
　
正
　
志

　
　
　
〃
　
　
　
　

小
　
田
　
憲
　
男

　
　
　
〃
　
　
　
　

大
久
保
　
定
　
一

　
　
　
〃
　
　
　
　

山
　
根
　
義
　
之

　
　
　
〃
　
　
　
　

元
　
田
　
利
　
克

　
　
　
〃
　
　
　
　

船
　
越
　
　
仁

　
　
　
〃
　
　
　
　

金
　
澤
　
正
　
男

　
　
　
〃
　
　
　
　

中
　
村
　
茂
　
男

　
　
　
〃
　
　
　
　

岩
　
間
　
順
　
一

　
　
　
〃
　
　
　
　

中
　
里
　
榮
　
輝

　
　
　
〃
　
　
　
　

堀
　
内
　
喜
逸
郎

　
　
　
〃
　
　
　
　

平
　
子
　
昌
　
彦

　
　
　
〃
　
　
　
　

小
　
鯖
　
　
一

代
　
表
　
監
　
事
　

長
　
澤
　
　
寛

監
　
　
　
　
　
事
　

亀
　
梨
　
正
　
明

　
　
　
〃
　
　
　
　

佐
々
木
　
輝
　
英

　
　
　
〃
　
　
　
　

加
　
倉
　
憲
　
雄

　
　
　
〃
　
　
　
　

金
　
沢
　
栄
　
基

本
年
も
よ
ろ
し
く

　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　

宮
古
漁
業
協
同
組
合
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㈠
組
合
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

　（
新
規
加
入
者
）

　
中
村
　
健
太
（
磯
鶏
地
区
）

　（
継
承
加
入
者
）

　
中
嶋
　
栄
子
（
津
軽
石
地
区
）

㈡�‌

令
和
２
年
度
末
に
お
け
る
固
定

化
債
権
の
上
半
期
回
収
及
び
経

過
等
に
つ
い
て

㈢�

給
与
規
定
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
㈣�

令
和
４
年
に
お
け
る
宮
古
市
魚

市
場
休
日
の
制
定
に
つ
い
て

㈤
上
半
期
業
務
報
告
に
つ
い
て

　
　
そ
　
の
　
他

㈠�

定
置
漁
場
及
び
魚
市
場
水
揚
報

告
に
つ
い
て

㈡�

登
録
買
受
人
届
出
事
項
変
更
に

つ
い
て

㈢
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

㈣�

令
和
３
年
度
上
半
期
開
催
の
理

事
会
決
定
事
項
の
処
理
状
況
に

つ
い
て

㈤�

魚
類
養
殖
事
業
（
宮
古
ト
ラ
ウ

ト
サ
ー
モ
ン
）
に
係
る
「
岩
手

県
海
区
未
来
に
つ
な
ぐ
美
し
い

海
計
画
（
魚
類
養
殖
版
）」
の

認
定
等
に
つ
い
て

㈥�

ホ
シ
ガ
レ
イ
の
出
荷
状
況
等
に

つ
い
て

㈠�

組
合
員
資
格
審
査
委
員
の
委
嘱

替
え
に
つ
い
て

㈡�

組
合
員
資
格
審
査
委
員
会
に
対

す
る
諮
問
に
つ
い
て

㈢�

固
定
資
産
（
土
地
）
の
譲
渡
に

つ
い
て

㈣�

上
半
期
監
査
結
果
報
告
に
つ
い

て
　
　
そ
　
の
　
他

㈠
業
務
報
告
に
つ
い
て

㈡�
登
録
買
受
人
届
出
事
項
変
更
に

つ
い
て

㈢�

年
末
年
始
休
日
及
び
行
事
日
程

に
つ
い
て

㈣�

第
２
期
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン

の
承
認
に
つ
い
て

㈤�

ホ
シ
ガ
レ
イ
の
出
荷
状
況
に
つ

い
て

開　催　日 講習開始時間 失効講習 主　催　者 開催場所

４月１５日（金）
９時３０分 ○

宮古漁業協同組合

磯鶏漁村センター

※１３時００分 ×

４月１６日（土） １０時００分 × 福 岡 海 事 事 務 所

６月１８日（土） １０時００分 ○ 福 岡 海 事 事 務 所

８月２０日（土） １０時００分 ○ 福 岡 海 事 事 務 所

１０月　７日（金）
９時３０分 ○

宮古漁業協同組合
※１３時００分 ×

１０月　８日（土） １０時００分 × 福 岡 海 事 事 務 所

１１月２６日（土） １０時００分 ○ 福 岡 海 事 事 務 所

※講習者が少ない場合は午前のみの開催となり、午後は講習を行いません。

◆海技免状の更新は有効期限の１年前から可能です。受講希望の方は、早めに申込をお願いします。

◆問い合わせは本所指導課又は各支店・支所までお願いします。

（ ）１０月
２８日

第
七
回
理
事
会

（ ）１２月
１７日

第
八
回
理
事
会

理
事
会
報
告

令和４年　海技免状更新講習会のお知らせ

定期的に有効期限の確認を！
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 日出島

臼　木

１０月 １１月 １２月

１０月 １１月 １２月

１０月 １１月 １２月

１０月 １１月 １２月

１０月 １１月 １２月

１０月 １１月 １２月

１０月 １１月 １２月

（μg/o) （μg/o)

硝
酸
態
窒
素
（

　ｍ
）

10

(℃) (℃)

水
温
（

　ｍ
）

10

比
重
（

　ｍ
）

10

硝
酸
態
窒
素
（
０
ｍ
）

比
重
（
０
ｍ
）

水
温
（
０
ｍ
）

透
明
度
（
ｍ
）

ℓℓ

ℓ

ℓ

ℓ
ℓ

ℓ

ℓ ℓ

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

漁
場
環
境
調
査
結
果
に
つ
い
て

（5） 第１５４号 令和４年１月発行みやこ漁協だより

　「
未
来
に
つ
な
ぐ
美
し
い
海
計

画
」
に
基
づ
く
漁
場
環
境
調
査

に
つ
い
て
、
日
出
島
・
臼
木
・
白

浜
漁
場
の
三
定
点
に
お
け
る
透
明

度
・
水
温
・
比
重
・
栄
養
塩
（
硝

酸
態
窒
素
）
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
御
報
告
致
し
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
と
昨
年
同
期

を
比
較
し
ま
す
と
、
水
温
…
12
月

は
昨
年
よ
り
高
く
推
移
し
て
い
ま

す
。
比
重
…
昨
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら

ず
例
年
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

栄
養
塩
…
昨
年
よ
り
低
く
推
移
し

て
お
り
、
特
に
10
月
10
ｍ
層
の
日

出
島
・
臼
木
で
15
以
下
、
白
浜
で

は
10
以
下
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
漁
協
だ
よ
り
等
、
各
支
店
・
支

所
に
て
結
果
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す

の
で
、
皆
様
に
は
参
考
に
し
て
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

令和４年　海技免状更新講習会のお知らせ

定期的に有効期限の確認を！



⚠ ⚠

漁船登録票の検認について

　岩手県に漁船登録となっております船舶は、５年毎に漁船登録

票の検認が必要となっております。対象者には通知を致しますの

で、検認を受けていただきます様、宜しくお願い致します。

　また、検認対象船舶を使用する見込みがない場合は本所指導課

または各支店・支所までご相談ください。

　検認合格時に登録票裏面に押印をしますので、登録票をラミネート

加工等しないでください。押印できる状態でない場合は、事前に再発

行手続きをお願いします。検認時に判明しますと、登録票が再発行さ

れてからの再度検認実施となりますのでご注意ください。

詳しくは本所指導課、又は各支店・支所までお問い合わせください。

【検認期間について】

〈例〉次回検認届出期限が令和５年１０月１日の場合

検　認　期　間 令和５年１１月１日～令和６年５月３１日

（検認期間の開始日から６ヶ月以内に受検）

漁船登録票にラミネート加工等しないでください

（6）第１５４号 令和４年１月発行みやこ漁協だより

　
今
年
度
の
当
漁
協
管
内
に
お
け

る
、
あ
わ
び
漁
の
水
揚
状
況
は
、

11
月
に
１
回
、
12
月
に
２
回
の
計

３
回
の
口
開
と
な
り
、
水
揚
数
量

２
・
９
ト
ン
、
金
額
３
千
２
百
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
と
比
較
し
ま
す
と
水
揚
数

量
０
・
４
ト
ン
減
（
前
年
比
88
％
）、

水
揚
金
額
百
万
円
増
（
前
年
比

１
０
３
％
）
と
数
量
は
減
少
し
、

金
額
は
増
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
昨
年
に
比
べ
単
価
が

１
０
９
％
と
高
く
推
移
し
ま
し
た

が
、
昨
年
同
様
漁
獲
サ
イ
ズ
は
小

ぶ
り
で
、
身
入
り
も
悪
い
状
況
で

あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
さ
ら
に
資
源
回
復
・
増

産
に
向
け
稚
貝
放
流
を
継
続
す
る

と
共
に
、
密
漁
防
止
策
の
徹
底
等

に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
組

合
員
の
皆
様
の
御
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

あ
わ
び
漁

 

ト
ン
の
水
揚

2.9
14

12

10

8

6

4

2

0

16,000

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ1 Ｒ２

数
量（
ト
ン
）

金
額（
万
円
）

過去10ヶ年のあわび水揚実績

Ｒ３

数量 金額



⚠ ⚠

漁船登録票の検認について

　岩手県に漁船登録となっております船舶は、５年毎に漁船登録

票の検認が必要となっております。対象者には通知を致しますの

で、検認を受けていただきます様、宜しくお願い致します。

　また、検認対象船舶を使用する見込みがない場合は本所指導課

または各支店・支所までご相談ください。

　検認合格時に登録票裏面に押印をしますので、登録票をラミネート

加工等しないでください。押印できる状態でない場合は、事前に再発

行手続きをお願いします。検認時に判明しますと、登録票が再発行さ

れてからの再度検認実施となりますのでご注意ください。

詳しくは本所指導課、又は各支店・支所までお問い合わせください。

【検認期間について】

〈例〉次回検認届出期限が令和５年１０月１日の場合

検　認　期　間 令和５年１１月１日～令和６年５月３１日

（検認期間の開始日から６ヶ月以内に受検）

漁船登録票にラミネート加工等しないでください

（7） 第１５４号 令和４年１月発行みやこ漁協だより



ライフジャケット着用義務違反について

令和４年２月１日から違反点数の付与が開始されます⚠⚠

（8）第１５４号 令和４年１月発行みやこ漁協だより

　
令
和
３
年
12
月
16
日
、
日
立
浜

船
揚
場
に
お
い
て
宮
古
漁
協
女
性

部
Ｌ
Ｇ
Ｌ
（
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
レ

デ
ィ
ー
ス
）
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

着
用
推
進
員
と
宮
古
海
上
保
安
署

と
の
合
同
安
全
推
進
活
動
を
昨
年

に
引
き
続
き
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
第
二
回
目
あ
わ
び
漁
の

開
口
日
。
転
覆
海
難
防
止
を
図
る

為
、
Ｌ
Ｇ
Ｌ
の
皆
さ
ん
は
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
、
タ
ス
キ
及
び
帽
子
を

着
用
し
、
あ
わ
び
漁
を
終
え
て
帰

港
し
た
組
合
員
に
救
命
胴
衣
の
着

用
を
確
認
し
、
荒
天
対
策
の
徹
底

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
な
お
、
あ

わ
び
出
漁
者
の
救
命
胴
衣
着
用
率

は
１
０
０
％
で
あ
り
ま
し
た
。

女
性
部
Ｌ
Ｇ
Ｌ

安
全
推
進
活
動
実
施



ライフジャケット着用義務違反について

令和４年２月１日から違反点数の付与が開始されます⚠⚠

（9） 第１５４号 令和４年１月発行みやこ漁協だより

　
令
和
３
年
10
月
２
日
～
３
日
宮

古
市
民
総
合
体
育
館
駐
車
場
に
お

い
て
、
第
27
回
宮
古
市
産
業
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
当
組
合
か
ら
青

壮
年
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で

賑
わ
い
、
当
青
壮
年
部
で
は
焼
き

ホ
タ
テ
を
特
別
価
格
１
個
２
０
０

円
で
販
売
。
昨
年
よ
り
数
量
を
大

幅
に
増
や
し
た
と
こ
ろ
、
大
好

評
に
つ
き
１
日
目
２
８
６
個
・
２

日
目
３
０
６
個
、
両
日
併
せ
て

５
９
２
個
完
売
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
当
青
壮
年
部
で
は
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
し
、
宮
古
市
海
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や

魚
食
普
及
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

・

・

・

・

乗船者にライフジャケットを着用させなかった船長 （小型船舶操縦者） には、 違反点数

２点が付され、 再教育講習 （※ 1） を受講しなければなりません。

再教育講習を受講した方は、 累積点数から２点を減じます。 （累積点数が４点まで）

違反点数が累積して行政処分基準 （５点以上） に達すると、 最大で６か月の免許停止

になります。

従前から着用義務がかかっている１人乗りの乗船者は、 これまでどおり点数が付与され

ます。

◆遵守事項違反点数

違 反 の 内 容 点　数 他人を死傷させた場合

酒 酔 い 等 操 縦、 自 己 操 縦 義 務 違 反、

危 険 操 縦、 見 張 り の 実 施 義 務 違 反
３点 ６点

ラ イ フ ジ ャ ケ ッ ト の 非 着 用、

発 航 前 の 検 査 義 務 違 反
２点 ５点

◆行政処分基準

過去1 年以内の違反累積点数

３点 ４点 ５点 ６点

過去３年

以内の

処分前歴※2

無 （処分の対象外）
業務停止

１月

業務停止

２月

有
業務停止

３月

業務停止

４月

業務停止

５月

業務停止

６月

※ 1�　再教育講習とは、 小型船舶操縦時、 船長が遵守事項に違反し運輸局より通知が来た時点で受講

すべき講習をいう。

※ 2�　処分前歴とは、 遵守事項違反等による処分又は海難審判所の裁決による操縦免許に係る処分

の前歴をいう。

青
壮
年
部

宮
古
市
産
業
ま
つ
り
へ
参
加



編
集
後
記

（10）第１５４号 令和４年１月発行みやこ漁協だより

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
お
と
と
し
以
上
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
流
行
し
、
私
た
ち
の
生
活
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
外

出
す
る
事
を
た
め
ら
う
様
な
、

不
安
な
日
々
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
十
月
頃
か
ら
感
染
者
数

も
減
少
し
、
自
粛
・
中
止
続
き

だ
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
ち
ら
ほ
ら

と
再
開
し
始
め
、
希
望
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
は
コ

ロ
ナ
が
終
息
し
、
今
ま
で
通
り

の
生
活
に
戻
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。

　
今
年
も
組
合
員
皆
様
の
安
全

操
業
、
大
漁
等
良
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　
次
号
（
第
百
五
十
五
号
）
は

令
和
四
年
四
月
発
行
予
定
で

す
。

１．委託販売品の受取時間は、
　　午後４時までとします。

２．令和４年８月１３日 (土) は、
　　朝の販売のみとします。
　　（午前９時迄）

３．令和４年１２月３０日 (金) は、
　　朝の販売のみとします。
　　（午前９時迄）

４．その他漁況及び市場間協議に
　　より変更することもあります。

※詳しくは、宮古市魚市場まで
　お問い合せ願います。
　（ＴＥＬ　０１９３−６２−１２３１）

日　　曜　　休　日
特別休日 祝　祭　日 計

第１ 第２ 第３ 第４ 第５

１月 ２日 ９日 １６日 ２３日 ３０日 ３日・１５日・２６日 １日（元旦） ９日

２月 ６日 １３日 ２０日 ２７日 ５日・１６日 １１日（建国記念の日）、２３日（天皇誕生日） ８日

３月 ６日 １３日 ２０日 ２７日 ２日・１１日 ２１日（春分の日） ７日

４月 ３日 １０日 １７日 ２４日 ６日・１６日・２０日 ２９日（昭和の日） ８日

５月 １日 ８日 １５日 ２２日 ２９日 ２１日 ３日(憲法記念日)・４日(みどりの日)
５日(こどもの日) ９日

６月 ５日 １２日 １９日 ２６日 １８日 ５日

７月 ３日 １０日 １７日 ２４日 ３１日 ２日・９日・１６日・２３日 ９日

８月 ７日 １４日 ２１日 ２８日 １日・６日・１５日・１６日 １１日（山の日） ９日

９月 ４日 １１日 １８日 ２５日 　２３日（秋分の日） ５日

１０月 ２日 ９日 １６日 ２３日 ３０日 ５日

１１月 ６日 １３日 ２０日 ２７日 ２３日（勤労感謝の日） ５日

１２月 ４日 １１日 １８日 ２５日 ７日・３１日 ６日

計 ５２日 ２２日 １１日 ８５日

みやこ漁協だより

令和４年１月発行    Ｎｏ.１５４

（創刊　昭和６０年６月）

発行　宮古市光岸地４番４０号

　　　宮古漁業協同組合
　　　（☎宮古（６２）１２３４㈹）

編集責任者　大　井　誠　治

宮古市魚市場休場日のお知らせ宮古市魚市場休場日のお知らせ宮古市魚市場休場日のお知らせ宮古市魚市場休場日のお知らせ宮古市魚市場休場日のお知らせ令和４年

　確定申告指導について、今年度も行いますのでお知らせします。指導については、e－tax での作成と

なることから、受付は漁協ビルのみで行いますので、ご了承願います。

　なお、詳しい開催日時については後日、総代・連絡員を通じて皆様にご連絡致します。

【申告に必要な書類等】

　１．所得税確定申告手数料　６００円／１件　　　消費税確定申告手数料　１，０００円／１件

　２．個人番号確認書類（扶養親族及び事業専従者含む）及び本人確認書類

　３．宮古税務署から送付された葉書（確定申告のお知らせ）

　４．宮古漁協・宮古市魚市場発行の水揚証明書

　５．上記以外の水揚証明書（他地区での水揚実績のある場合）　

　６．漁業に要した各種領収書

　７．国民年金掛金・国民健康保険税・介護保険料などの支払証明書

　８．生命保険料の所得控除証明書・地震保険料控除証明書

　９．医療費のある方は領収書

１０．源泉徴収票

１１．その他収入・支出に関する書類等

１２．印鑑

所得税確定申告指導のお知らせ


